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●準　備

歯科用頭部ファントム 監修・指導：朝日大学歯学部  教授　勝又　明敏

このたびは、当社の「歯科用頭部ファントム」をお買い上げいただき、まことにありがとう
ございます。本製品は、歯顎顔面 X線撮影のトレーニングと X線規格画像品質管理用に開発
されたファントムです。医学実習用教材・画像品質管理用モデルとしてご活用ください。

本製品は、医学実習を目的として製作されたモデルです。本来の使用目的以外にはご使用になら
ないでください。また、説明書に記載された以外の方法でのご使用による万が一の破損や事故の
場合、当社は責任を負いかねますのでご了承ください。　
ご使用上の注意を必ずお読みになってからご使用ください。　　

注：モデル表面に取扱説明書や印刷物などが
　　直接触れないようにしてください。
　　樹脂表面にインクが吸収され消えなくな
　　ります。
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ご使用の前に
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 セット内容の確認とご注意

 セット内容と各部の名称

ご使用の前に、構成品が全て揃っているかご確認ください。

特殊軟質及び硬質樹脂を使用していますので、
落下や強い衝撃を与えると破損の原因となりま
す。

●取り扱いにご注意ください。

長期間使用されない場合や経年変化で変色するこ
とがありますが、ご使用には差し支えありません。

●ボールペンやサインペンで書き込まな
いでください。
サインペン、ボールペンなどでファントムに書き
込むと、インクが吸収されて消えなくなります。

●水又は中性洗剤で拭き取ってください。

●表面が変色する場合があります。

ファントムの表面に印刷物などが直接触れない
ようにしてください。

●印刷物をモデル表面におかないで
ください。

使用後は、高温多湿や直射日光のあたる場所で
の保管は避けてください。
変形や故障の原因となります。

ファントムの汚れは水又は中性洗剤で拭きとって
ください。シンナーなどの有機溶剤は、絶対に使
用しないでください。

●高温多湿を避けて保管してください。
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頭部モデル本体　１点

上顎歯槽骨部　　１点

下顎骨体部　　     １点

d 舌部　　　　　     １点
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f
ｇ

固定ベース（ビス共）　１式

収納アルミケース　       １点
取扱説明書

三脚　       　　　　　　１台

●構成

●仕様 本    体：成人男性頭部モデル
材    質：軟組織部／ポリウレタン樹脂
　　　　骨格部／エポキシ樹脂製人工骨

重    量：約 4.8kg
大きさ：約W20×D21×H25 ㎝
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実習

１

特長・使用目的

特長・使用目的

●使用目的

●特長

歯顎顔面X線撮影のトレーニングと品質管理
利用可能な撮影法

再現可能な疾患をあらわす X線像のシミュレーション

＊）皮質骨厚さの異なる下顎骨（別途注文）が必要です

硬組織 ( エナメル質、象牙質、皮質骨、海綿骨 ) のエックス線吸収を CT値 ( ハンスフィールド値）
を基に再現しています。

●

●

●

●

●

●

● 歯列・歯根・歯髄腔の形態を忠実に再現しています。
頸動脈を管腔として再現，模擬石灰化物などの挿入が可能です。

下顎骨体、上顎歯槽骨を取り外せる構造なので，口腔・咽頭腔・上顎洞へのアプローチ ( 病変
設置など ) が可能です。

①上顎洞炎による洞内 X線透過性の変化、頸動脈の石灰化
②嚥下障害による口腔・咽頭腔内への飲食物の残留
③骨粗鬆症による下顎骨下縁皮質骨の菲薄化＊）、その他

①パノラマ X線撮影
②口内法 X線撮影
③歯科用 CT撮影
④セファログラムなどの頭部 X線撮影
⑤その他

パノラマＸ線撮影

パノラマＸ線撮影画像
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準 備

１

撮影の準備

撮影の準備

ファントムの底面中央にネジを切った穴が開いています
ので、カメラ用の三脚に固定が可能です。

①三脚への固定

②構成部品の分解
1. 上顎歯槽骨部は手前側に
　引き出して 取り外します。

2. ファントムの底部に取り付けてあるビス (4 本 ) を外して丸い固定
　ベースをはずし、分解します。

3. 撮影法に合わせて分解した部品を利用しての撮影が可能で、また口腔・咽頭腔・上顎洞内や
頸動脈部に病変を設置しての撮影も可能です。組み立ては分解と逆の手順で組み立てます。

咽頭部

上顎洞内

頸動脈

口腔
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１
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舌固定用スポンジ

フィルム

準 備 撮影の準備

撮影の準備
舌とフィルムの固定
開口型は、付属のスポンジを使って舌とフィルムの固定をします。
スポンジは使いやすい大きさに切ってお使い下さい。
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後片付け

１

撮影のために設置した病変等はきれいに取り除いてください。
1. 設置病変の除去

撮影のために分解した部品の組み立ては、上顎と下顎をしっかりと組み合わせ、首部の底面に
丸い固定ベースをあて（段差部を合わせる）、4本のビスで固定します。

2. 部品の組み立て

3. モデルについたほこりや汚れは水や中性洗剤を
　含ませた軟らかい布で拭き取り、十分に乾燥さ
　せた後、アルミケースに入れて保管してください。

後片付け
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URL
e-mail

http://www.kyotokagaku.com
rw-kyoto@kyotokagaku.co.jp

■本社・工場
〒612-8388　京都市伏見区北寝小屋町15番地
TEL：075-605-2510（直通）
FAX：075-605-2519

■東京支店
〒113-0033　東京都文京区本郷三丁目26番６号

NREG本郷三丁目ビル2階
TEL：03-3817-8071（直通）
FAX：03-3817-8075

・ご不明な点は、お買い上げの販売店、もしくは下記（株）京都科学まで御連絡下さい。
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